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【学校教育目標】 

人間性豊かに他者とかかわり、確かな学力を身に付け、夢を語り、自らの進路を切り拓く生徒の育成 

【校訓】 

至誠  力行  一貫 

【学びづくり】 

研究主題 生徒の主体的な学びを進めるファシリテート 

内容等 

○単元指導計画の工夫 

 ① 単元を貫く問いや課題設定の吟味（教材研究の充実） 

 ② 生徒相互の学び合いの質の向上 

 ③ 振り返りの充実 

めざす授業の姿 
○一人一人が自分で考え、間違いを恐れずに意見を交わし、共に学び合っている。 

○学びを振り返り、分かったこと、考えたことを豊かに表現している。 
【目標・評価項目・指標等の設定と評価（重点のみ）】 

 

＜校 歌＞ 

目標 短期経営目標 取組 評価項目・指標等 

データ活

用による

学力の定

着と向上 

客観的なデータ分析に基づき、
生徒一人ひとりの学習課題を
明確化し、ICT・問題データベ
ースの活用により「基礎学力の
定着」と「自立した学習習慣」
を育成する。 

平日の学習時間が 30 分未満の生徒への具体的な学習支

援や声掛けを強化する 。英検・漢検の取組を充実させ、学習
への意欲向上と、自分の成長を実感できるフィードバックを全

学年で行う 。授業の振り返りを充実させ、「わかる授業」を実

践する 。 

「自分の学力の伸びを実感

している」と回答する生徒の

割合：70%以上 。 

標準学力テストの全国平均

比較２回-１回＋2 ﾎﾟｲﾝﾄ。 

個々の特

性に応じ

た教育内

容の充実 

地域社会を「学びの場」として
活用し、地域貢献活動を通じて
生徒の社会参画意識と自己肯
定感を高めるとともに、個々の
特性に応じた多様な学習機会
を保障する。 

ボランティア活動や地域行事への参画を推進し、生徒が地域

社会に貢献する喜びを実感できる機会を学期に 2 回以上設
定する。 

CS と連携して地域人材を外部講師や学習支援員として招

き、教室内外での多様な体験活動（キャリア教育等）を充実さ
せる 。 

特別支援教育の視点を取

り入れた授業改善に関する

教員自己評価： 80%以

上 。 

地域に貢献していると答え

る生徒の割合 ； 70%→

75% 

未然防止

と社会的

自立に向

けた支援 

組織的な初動対応体制を確立
するとともに、集団作りを推進
し、生徒の自己肯定感と学校
満足度を向上させる。 

「ここタン」を毎日確認し、アラートが出た生徒や肯定感が低

下している生徒に対し、24 時間以内に面談等の初動対応を
行う 。不登校支援チームを核とし、スクールカウンセラー等の

専門人材によるアセスメントを月 1 回以上実施して、生徒一

人ひとりに適した学習環境等を提案する 。生活習慣アンケー
トにおいて「自尊感情」や「学校の楽しさ」が低い傾向にある

学年・学級に対し、地域貢献活動を計画・実施する。 

「ここタン」による要注意ア

ラートへの 24 時間以内の

面談 ・ 声 掛 け 実施率 ：

100% 。 

相談室やフリースクール等

の利用生徒における「学び

の継続」実感率：90%以上 

教職員が

生き生き

と働ける

組織づ く

り 

業務の適正化とデジタルツー
ルの活用を推進し、教職員の
心身の健康を確保することで、
教育活動の質と生徒と向き合
う時間を向上させる。 

勤務実態データに基づき、学期末等の超過勤務を削減する
ための「業務量管理・健康確保措置実施計画」を実行する 。

生成 AI を校務（通知表所見の補助、教材作成等）に試験導

入し、事務作業を効率化することで、授業準備や生徒対応の
時間を確保する 。「校内授業づくりメンター」や「相互授業参

観」を活用した校内研修を行い、若手からベテランまでが学

び合える体制を整える。 

教職員の平均時間外勤務

時間 45-80 時間の人数

12人を半減させる。 

「困ったときに相談できる同

僚がいる」と回答する教員

の割合： 68％→75%以

上 。 
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＜校区・学校の目標等＞ 

【中学校区】 

育成する力 

(資質・能力) 
○ 課題発見・解決力 ○ コミュニケーション力 ○ 他者とかかわり合う力・心 

めざす子ども像 

①自らの目標に向かって努力し、チャレンジしている。 

②場面や目的に応じた豊かな表現力を身につけている。 

③他者とかかわり合いながら共感的人間関係を気づき、共によりよく生きようとしている。 

校区として 

統一した取組等 

〇「選択 ・決定」 「対話の充実」 「振り返り」をキーワードに授業づくりを進める。 

○「主体的、対話的で深い学び」のある授業づくりの研修 

○児童会・生徒会活動の活性化による規範意識と共感的人間関係の育成 

【めざす子ども像】 

育成する力 
○課題発見・解決力 

(問いを持つ ふり返る 見通す) 

○コミュニケーション力 

（聴く 伝える まとめる） 

○他者とかかわり合う力･心 

（思いやり 社会性 貢献） 

め
ざ
す
子
ど
も
像 

中
学
校 

１年 

活動して気付いた・考えたこと

などを振り返り、次の（新たな）

目標や課題を見出し、次の活

動につなげることができる。  

自分の考えを、他者に分かりや

すく（例え話の挿入、図表や絵・

写真・ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞの活用、話し

方や声のﾎﾞﾘｭｰﾑ・ﾄｰﾝの工夫な

ど）伝え、理解・納得を得ること

ができる。 

多様な他者との多様なかかわ

りを通して、(時には、ぶつかり

ながら)それぞれの良さや違い

を見出し、受け入れながら、助

け合ったり、（競い合い）高め合

ったりしようとしている。 

２年 

３年 

活動して気付いた・考えたこと

やその意味・価値・つながり等

を振り返り、見出した次の（新

たな）目標や課題を、見通しを

立て情報を収集・整理・活用し

ながら（他者を巻き込んで）解

決・達成していくことができる。 

自分の考えを他者に分かりや

すく伝えながら、質問（反論・同

意）・説得・納得等を繰り返し、

考えを広げ深めるとともに、まと

めたり（合意形成）、新たな発

想を生み出したりすることがで

きる。 

集団（地域、学校・学年・学級

等）活動における自らの役割と

その目的・価値を見出し、多様

な他者と認め合い・許し合い・

補い合いながら、責任を果たし

たり、誰かの役に立とうとしたり

している。 

＜生徒数・学級編制＞５月１日現在 

 １ 年 ２ 年 ３ 年 

 男子 女子 男子 女子 男子 女子 

１組 １４ １５ １５ １７ １８ １８ 

２組 １４ １４ １６ １６ １８ １８ 

３組 １４ １５ １６ １６ １８ １８ 

４組 １４ １４ １６ １６ １９ １８ 

５組 １５ １４     

知的 ３ １ ３ ０ ４ １ 

自･情 ６ ２ １ ０ ４ ２ 

計 ８０ ７５ ６７ ６５ ８１ ７５ 

学年計 １５５ １３２ １５６ 

総計   ４４３   

 
＜教職員数＞  

校長 教頭 事務長(兼) 教諭 養護教諭 事務 計  
１ １ １ ２７ １ １ 

非常勤講師 ｽｸｰﾙ・ｻﾎﾟｰﾄｽ
ﾀｯﾌ 介助員 学校支援員 校務 

補助員 
小中一貫 

図書館補助員 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ ４３  
３ １ ３ １ １ １ １ 

 
 


